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(57)【要約】
【課題】アップリンクデータを基地局に送信するサブキ
ャリアがユーザ端末に割り当てられている通信システム
を提供する。
【解決手段】アップリンクで送信されるデータに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが、アップリンクデータを
伝送するために使用されたサブキャリアに依存したサブ
キャリアによって基地局により送信される。ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫメッセージ用に使用されるサブキャリアをアップ
リンクサブキャリアから決定するために、好ましくはダ
イレクトマッピングが用いられる。他の実施形態におい
ては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージは、あらかじめユー
ザ端末に決められたサブキャリアにより、好ましくはそ
の制御チャンネルにおいて１以上のインデックス値をユ
ーザ端末に送信することにより、ユーザ端末に送信され
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連のチャンクに分類された複数のサブキャリアを用いる通信方法であって、
　１以上のユーザ端末からアップリンクデータを受信し、該受信データに対して対応する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを生成し、
　複数のユーザ端末のそれぞれに対する前記サブキャリアの１以上のチャンクの割当を定
義する制御データを形成し、
　前記制御データを前記ユーザ端末に送信し、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを対応するユーザ端末に送信し、
　各ユーザ端末に対する制御データは、前記サブキャリアの第１のサブセットを用いた制
御チャンネルにより送信され、各ユーザ端末に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージは、前
記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル上で、前記制御チャンネルとは
異なる前記サブキャリアの第２のサブセットを用いて送信される、通信方法。
【請求項２】
　前記形成ステップは、アップリンクデータの送信に使用するために、サブキャリアの前
記１以上のチャンクを前記ユーザ端末のそれぞれに割り当てる制御データを形成する、請
求項１の方法。
【請求項３】
　前記生成ステップは、サブキャリアの各チャンクにより受信されたデータに対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫメッセージを生成する、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記送信ステップは、前記第２のサブセットから１以上のサブキャリアを用いてそれぞ
れ形成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをそれぞれのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルで送
信する、請求項３の方法。
【請求項５】
　アンリンクデータを送信するためにユーザ端末に割り当てられたサブキャリアに応じて
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをユーザ端末に送信するために使用されるサブキャリアを
決定する、請求項１から４のいずれかの方法。
【請求項６】
　チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが送信されるユーザ端
末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルごとに割り当てられ
るサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアポジションオフセッ
トをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮとすると、以下の式を用いて各Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するために使用されるサブキャリアを決定する、請求項
５の方法。
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
【請求項７】
　チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが送信されるユーザ端
末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルごとに割り当てられ
るサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアポジションオフセッ
トをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮ、サブキャリアを割り当てること
ができる利用可能なシンボル数をＮｓｙｍとすると、以下の式を用いて各ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋメッセージを送信するために使用されるサブキャリアを決定する、請求項５の方法。
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
【請求項８】
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　前記形成ステップは、１つはダウンリンクデータを受信するためにスケジューリングさ
れたユーザ端末用、もう１つはアップリンクデータを送信するためにスケジューリングさ
れたユーザ端末用の２つのタイプの制御データを形成する、請求項１から７のいずれかの
方法。
【請求項９】
　前記第１および第２のタイプの制御データの少なくとも一方が、それぞれのタイプの制
御データが同一のサイズを有するように調整データを含んでいる、請求項８の方法。
【請求項１０】
　それぞれのタイプの制御データのサイズがサブキャリアの２つのチャンクに対応してい
る、請求項９の方法。
【請求項１１】
　現在のサブフレームにおいてデータを送信および／または受信するようにスケジューリ
ングされている各ユーザ端末用のそれぞれの制御データを形成し、それぞれの制御データ
を該ユーザ端末専用のチャンネルにより対応するユーザ端末に送信する、請求項１から１
０のいずれかの方法。
【請求項１２】
　それぞれ一連のチャンクに配置されたサブキャリアを有する複数のサブバンドを使用し
、さらに各サブバンドにおけるサブキャリア割当用の制御データをそれぞれ生成するステ
ップを含む、請求項１から１１のいずれかの方法。
【請求項１３】
　サブバンド用の制御データはそのサブバンドにおいて信号送信される、請求項１２の方
法。
【請求項１４】
　現在のサブフレームにおいてスケジューリングされたそれぞれのユーザ端末に対して別
個の制御チャンネルが設けられ、最大数のユーザ端末が現在のサブフレーム内でスケジュ
ーリング可能である、請求項１から１３のいずれかの方法。
【請求項１５】
　現在のサブフレームにおいてスケジューリングされているユーザ端末の数が前記最大数
よりも少なく、いくつかの制御チャンネルリソースが解放されユーザデータによって使用
される、請求項１４の方法。
【請求項１６】
　先行する制御チャンネルにおける１つのビットフィールドを用いて制御チャンネルが存
在しないことが示される、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　さらに、ユーザ端末に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるリソースを割
り当て、前記割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを識別するデータをユーザ端末に
送信する、請求項１の方法。
【請求項１８】
　前記制御チャンネル内に前記割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを識別するため
の前記データを送信する、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを識別するデータは、各リソースを識別するインデック
スを有する、請求項１７または１８の方法。
【請求項２０】
　一連のチャンクに分類された複数のサブキャリアを使用する通信方法であって、
　前記サブキャリアの１以上のチャンクの割当を定義する制御データを受信し、
　前記割り当てられたサブキャリアを用いてアップリンクデータを送信し、
　前記送信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信し、
　前記制御データは、前記サブキャリアの第１のサブセットを用いた制御チャンネルによ
り受信され、
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　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージは、前記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／ＮＡＣＫ
チャンネル上で、前記制御チャンネルとは異なる前記サブキャリアの第２のサブセットを
用いて受信される、通信方法。
【請求項２１】
　前記受信された制御データは、前記アップリンクデータを送信するために使用されるサ
ブキャリアの１以上のチャンクを識別する、請求項２０の方法。
【請求項２２】
　前記受信ステップは、サブキャリアのそれぞれのチャンクにより送信されるアップリン
クデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信する、請求項２１の方法。
【請求項２３】
　前記受信ステップは、前記第２のサブセットから１以上のサブキャリアを用いてそれぞ
れ形成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをそれぞれのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルで受
信する、請求項２２の方法。
【請求項２４】
　前記アップリンクデータを送信するためにユーザ端末に割り当てられたサブキャリアに
応じて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信されるサブキャリアを決定する、請求項２０
から２３のいずれかの方法。
【請求項２５】
　チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが送信されるユーザ端
末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルごとに割り当てられ
るサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアポジションオフセッ
トをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮとすると、以下の式を用いて各Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信されるサブキャリアを決定する、請求項２４の方法。
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
【請求項２６】
　チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが送信されるユーザ端
末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルごとに割り当てられ
るサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアポジションオフセッ
トをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮ、サブキャリアを割り当てること
ができる利用可能なシンボル数をＮｓｙｍとすると、以下の式を用いて各ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋメッセージが受信されるサブキャリアを決定する、請求項２４の方法。
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
【請求項２７】
　前記受信ステップは、該ユーザ端末専用のチャンネルにより前記制御データを受信する
、請求項２０から２６のいずれかの方法。
【請求項２８】
　それぞれ一連のチャンクに配置されたサブキャリアを有する複数のサブバンドを使用し
、さらに、各サブバンドにおけるサブキャリア割当用の制御データをそれぞれ受信するス
テップを含む、請求項２０から２７のいずれかの方法。
【請求項２９】
　サブバンド用の制御データはそのサブバンドにおいて信号送信される、請求項２８の方
法。
【請求項３０】
　さらに、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信するための、割り当てられたＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースを識別するデータを受信する、請求項２０の方法。
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【請求項３１】
　前記受信ステップは、前記割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを識別する前記デ
ータを前記制御チャンネル内で受信する、請求項３０の方法。
【請求項３２】
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを識別する前記データは、各リソースを識別するインデ
ックスを有し、前記インデックスから割り当てられたリソースを決定する、請求項３０ま
たは３１の方法。
【請求項３３】
　プログラム可能なコンピュータ装置に請求項１から３２のいずれかの方法を実施させる
命令を記録したコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３４】
　一連のチャンクに分類された複数のサブキャリアを使って複数のユーザ端末と通信可能
な通信ノードであって、
　１以上のユーザ端末からアップリンクデータを受信することが可能であり、受信された
データに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを生成することが可能な受信器と、
　複数のユーザ端末のそれぞれに対する前記サブキャリアの１以上のチャンクの割当を定
義する制御データを形成することが可能なコントローラと、
　前記制御データを前記ユーザ端末に送信し、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを対応す
るユーザ端末に送信することが可能な送信器とを備え、
　前記送信器は、前記サブキャリアの第１のサブセットを用いて前記制御データを各ユー
ザ端末に送信し、前記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル上で、前記
制御チャンネルとは異なる前記サブキャリアの第２のサブセットを用いて前記ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫメッセージを送信することが可能である、通信ノード。
【請求項３５】
　一連のチャンクに分類された複数のサブキャリアを用いた複数のユーザ端末と通信可能
な通信ノードと通信することが可能なユーザ端末であって、
　前記サブキャリアの１以上のチャンクの割当を定義する制御データを受信することが可
能な受信器と、
　割り当てられたサブキャリアを用いてアップリンクデータを送信することが可能な送信
器とを備え、
　前記受信器は、送信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを
受信することが可能であり、
　前記受信器は、前記サブキャリアの第１のサブセットを用いた制御チャンネルを通じて
前記制御データを受信し、前記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル上
で、前記制御チャンネルとは異なる前記サブキャリアの第２のサブセットを用いて前記Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信することが可能である、ユーザ端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信方法および装置におけるＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージの信号送信に関す
るものである。本発明は特に直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）通信システムにおい
てＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを信号送信することに関連するが、これに限定されるもの
ではない。
【０００２】
　本発明は、２００６年６月２０日に出願された英国特許出願第０６１２２２８．７号お
よび２００７年３月２０日に出願された英国出願第０７０５３４１．６号に基づく優先権
の利益を主張するものであり、前記英国出願のすべての開示は参照により本出願に組み込
まれる。
【背景技術】
【０００３】
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　現在３ＧＰＰ（第三世代の移動体通信システムの将来の展開を検討している規格ベース
の共同研究である）において研究されているＥ－ＵＴＲＡ無線インターフェイス用のダウ
ンリンクおよびアップリンク多元接続スキームとして、ＯＦＤＭＡおよびシングルキャリ
アＦＤＭＡが選ばれている。Ｅ－ＵＴＲＡシステムでは、効率的かつ高速なリンクアダプ
テーションを可能にし、かつマルチユーザダイバーシティゲインを最大にするために、多
数のユーザ端末と通信する基地局は、すべての時間／周波数リソースを（帯域幅に応じて
）同時に存在するできるだけ多くのユーザに割り当てる。それぞれのユーザ端末に割り当
てられるリソースは、その瞬間におけるユーザ端末と基地局との間のチャンネル条件に基
づいており、ユーザ端末によりモニタされる制御チャンネルを通じて通知される。
【０００４】
　データがユーザ端末から基地局に送信されるときには、典型的には、肯定応答（ＡＣＫ
）または否定応答（ＮＡＣＫ）が基地局からユーザ端末に返信される。Ｅ－ＵＴＲＡに対
する現在の提案では、これらのＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージはユーザ端末用のダウンリン
ク制御チャンネルにて送信される。しかしながら、本発明者は、これにより制御チャンネ
ルのサイズがユーザ端末の状況によって変化してしまうという問題が生じることに気づい
た。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様によれば、本発明は、典型的には基地局で実施される、複数のサブキャリアを用
いて複数のユーザ端末と通信する通信方法であって、ユーザ端末からアップリンクデータ
を受信し、該受信データに対して対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを生成し、ユーザ
端末に対する前記サブキャリアの割当を定義する制御データを形成し、前記制御データを
ユーザ端末に送信し、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを対応するユーザ端末に送信し、
前記制御データは、前記サブキャリアの第１のサブセットを用いた制御チャンネルにより
送信され、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージは、前記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／
ＮＡＣＫチャンネル上で、前記制御チャンネルとは異なる前記サブキャリアの第２のサブ
セットを用いて送信される、通信方法を提供する。
【０００６】
　好ましくは、サブキャリアは一連のチャンクまたはリソースブロック（ＲＢ）に分類さ
れ、制御チャンネルは、サブキャリアの１以上のチャンクを複数のユーザ端末のそれぞれ
に割り当てる。一実施形態においては、サブキャリアの各チャンクにより受信されたデー
タに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが生成される。
【０００７】
　好ましくは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをユーザ端末に送信するために使用されるサ
ブキャリアは、受信応答の対象であるアップリンクデータを送信するためにユーザ端末に
割り当てられたサブキャリアに応じて決定される。これにより、基地局が別個にデータを
各ユーザ端末に信号送信してそのユーザ端末に対してＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを伝送
するサブキャリアを識別する必要がなくなる。アップリンクデータ用に使用されるサブキ
ャリアとＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるサブキャリアとの間の依存関係は、
好ましくはダイレクトマッピング関数により定義される。
【０００８】
　一実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセー
ジが送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャン
ネルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャ
リアポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮとすると
、各ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するために用いられるサブキャリアは、以下のマ
ッピング関数を用いて決定される。
【０００９】
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
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　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
【００１０】
　他の実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージが送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャ
ンネルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキ
ャリアポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮ、サブ
キャリアを割り当てることができる利用可能なシンボル数をＮｓｙｍとすると、各ＡＣＫ
／ＮＡＣＫメッセージを送信するために用いられるサブキャリアは、以下のマッピング関
数を用いて決定される。
【００１１】
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
【００１２】
　一実施形態においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるリソースが、アッ
プリンク送信用に使用されるアップリンクリソースを識別するＬ１／Ｌ２制御チャンネル
により各ユーザ端末に信号送信される。これは、例えば、使用されるリソースを識別する
少なくとも１つのインデックスを信号送信することにより実現することができる。
【００１３】
　また、本発明は、（典型的にはユーザ端末において実施される）複数のサブキャリアを
使用する通信方法であって、前記サブキャリアの割当を定義する制御データを受信し、前
記割り当てられたサブキャリアを用いてアップリンクデータを送信し、前記送信されたア
ップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信し、前記制御データは、前
記サブキャリアの第１のサブセットを用いた制御チャンネルにより受信され、前記ＡＣＫ
／ＮＡＣＫメッセージは、前記制御チャンネルとは別個のＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル上
で、前記制御チャンネルとは異なる前記サブキャリアの第２のサブセットを用いて受信さ
れる、通信方法を提供する。
【００１４】
　一実施形態においては、受信ステップは、サブキャリアのそれぞれのチャンクにより送
信されるアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを受信する。
【００１５】
　好ましい一実施形態においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信されるサブキャリ
アが、前記アップリンクデータを送信するためにユーザ端末に割り当てられたサブキャリ
アに応じて決定される。これにより、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信する局が、ユー
ザ端末に、そのユーザ端末に対してＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを伝送するのに用いるサ
ブキャリアを通知する必要がなくなる。アップリンクデータ用に使用されるサブキャリア
とＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるサブキャリアとの間の依存関係は、好まし
くはダイレクトマッピング関数により定義される。
【００１６】
　一実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセー
ジが送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャン
ネルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャ
リアポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮとすると
、ユーザ端末は、以下のマッピング関数を用いて各ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信さ
れるサブキャリアを決定する。
【００１７】
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
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　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
【００１８】
　他の実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージが送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャ
ンネルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキ
ャリアポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮ、サブ
キャリアを割り当てることができる利用可能なシンボル数をＮｓｙｍとすると、ユーザ端
末は、以下のマッピング関数を用いて各ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信されるサブキ
ャリアを決定する。
【００１９】
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
【００２０】
　一実施形態においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるリソースが、制御
チャンネルにより各ユーザ端末に信号送信される。これは、例えば、使用されるリソース
を識別するインデックス値を信号送信することにより実現することができる。
【００２１】
　また、本発明は、上述した方法を実施可能なユーザ端末および通信ノードを提供する。
【００２２】
　他の態様によれば、本発明は、複数のサブキャリアを使用する通信方法であって、複数
のユーザ端末のそれぞれに対する前記サブキャリアの割当を定義する制御データを形成し
、前記制御データを前記ユーザ端末に送信し、ユーザ端末からアップリンクデータを受信
し、ユーザ端末に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを生成し、ユーザ端末に割り当てら
れたサブキャリアに応じて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを該ユーザ端末に送信するため
に使用される１以上のサブキャリアを決定し、決定された１以上のサブキャリアにより前
記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージをユーザ端末に送信する、通信方法を提供する。
【００２３】
　一実施形態においては、上記決定ステップは、割り当てられたサブキャリアと、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫメッセージ用に使用されるサブキャリアとの間で所定のマッピングを用いた。
一実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ
が送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネ
ルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリ
アポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮとすると、
以下のマッピングが使用される。
【００２４】
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
【００２５】
　他の実施形態においては、チャンク内のサブキャリア数をＬ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージが送信されるユーザ端末に割り当てられたチャンク番号をｉ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャ
ンネルごとに割り当てられるサブキャリア数をＭ、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキ
ャリアポジションオフセットをΔ、割り当てられた帯域幅内のチャンクの総数をＮ、サブ
キャリアを割り当てることができる利用可能なシンボル数をＮｓｙｍとすると、以下のマ
ッピングを使用することができる。
【００２６】
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
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Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
【００２７】
　また、本発明のこの態様は、複数のサブキャリアを使用する通信方法であって、アップ
リンクデータを送信可能な前記サブキャリアの割当を定義する制御データを受信し、前記
アップリンクデータを送信し、前記アップリンクデータを送信するために割り当てられた
サブキャリアに応じて、送信されたアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージを受信するために使用される１以上のサブキャリアを決定し、送信されたアップリン
クデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを決定されたサブキャリアにより受信する
、通信方法を提供する。典型的には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージが受信されるサブキャ
リアは、アップリンクデータを送信するのに使用されるサブキャリアとは異なるものであ
り、上述したようなマッピング関数を通じてこれらと関連している。
【００２８】
　本発明のこれらの態様および様々な他の態様は、一例として述べられ、添付図面を参照
して説明される実施形態に関する以下の詳細な説明から明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】電話網に接続された基地局と通信する多数のユーザ携帯（移動）電話を有する通
信システムを模式的に示している。
【図２】図１に示される基地局の通信帯域幅を多数の異なる携帯電話に割り当てている様
子を示している。
【図３】ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を伝送するためにダウンリンクのサブキャリアを予約して
いる様子を示している。
【図４】ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を伝送するためにダウンリンクのサブキャリアを予約して
いる別の様子を示している。
【図５】同じサイズの２種類のダウンリンク制御チャンネルを用いる制御チャンネルマッ
ピング案を示している。
【図６】図１に示される基地局の主要な構成要素を示すブロック図である。
【図７】図１に示される携帯電話のうちの１つの主要な構成要素を示すブロック図である
。
【図８】２種類のダウンリンク制御チャンネルを用いた制御チャンネルマッピング案を示
している。
【図９】別の実施形態においてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース信号送信が実現される様子を示
している。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
概要
　図１は、携帯電話（ＭＴ）３－０，３－１，３－２のユーザが、基地局５および電話網
７を介して他のユーザ（図示せず）と通信できる移動体（携帯電話）通信システム１を模
式的に示している。本実施形態においては、基地局５は、携帯電話３に送信されるデータ
を複数のサブキャリアによって変調する直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）技術を用
いている。それぞれの携帯電話３には、その携帯電話３がサポートしている帯域幅とその
携帯電話３に送信されるデータ量に応じて異なるサブキャリアが割り当てられる。本実施
形態においては、基地局５は、動作する携帯電話３を基地局の帯域幅にわたって均一に分
布させるために、それぞれの携帯電話３にデータを伝送するために用いられるサブキャリ
アを割り当てる。この目的を達成するために、基地局５は、各携帯電話３に対してサブキ
ャリアを動的に割り当て、スケジューリングされた携帯電話３のそれぞれに各サブフレー
ムの割当を信号送信する。提案されているＥ－ＵＴＲＡ無線インターフェイスにおいては
、それぞれのダウンリンクサブフレームは、一連の７つのＯＦＤＭシンボルを有している
。典型的には、最初の２つのシンボルは、他の一般的な制御データとともにスケジューリ
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ザデータを含んでいる。
【００３１】
　図２は、基地局５が、サポートされる帯域幅の範囲内で、サポートされる帯域幅の異な
る携帯電話３にサブキャリアを割り当てている様子の例を示している。本実施形態におい
ては、基地局５は２０ＭＨｚの帯域幅をサポートしており、そのうちの１８ＭＨｚがデー
タ送信に使用される。典型的には、それぞれの携帯電話３には、アップリンクデータが送
信されるサブキャリアの１以上のチャンクが割り当てられる。
【００３２】
　各サブバンド内でのスケジューリング結果がそれぞれの携帯電話３に通知されるように
するために、各携帯電話３はそのキャンプト周波数帯域内で共有制御チャンネルを必要と
する。Ｅ－ＵＴＲＡ無線インターフェイスに対する現在の提案は、この制御チャンネルが
以下のものを含むこととしている。
【００３３】
　ｉ）リソースブロック割当情報（ダウンリンク（ＤＬ）通信およびアップリンク（ＵＬ
）通信の双方について）
　ｉｉ）ダウンリンク用リソースブロック復調情報
　ｉｉｉ）アップリンク用リソースブロック復調情報
　ｉｖ）アップリンク送信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ
　ｖ）タイミング制御ビット
【００３４】
　したがって、異なる種類の情報を制御チャンネルが伝送しなければならないことを考え
ると、制御チャンネルのサイズは個々の携帯電話の状況に依存する。制御チャンネルのサ
イズに相違が生じる状況の例を以下の表１に示す。
【００３５】
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【表１】

【００３６】
　本発明者は、制御チャンネルのサイズが異なると、制御チャンネルのサイズを携帯電話
３に信号送信しなければならなくなり、あるいは受信する携帯電話３が可能なすべてのサ
イズを考慮して制御チャンネルデータを取り出すようにしなければならなくなるために問
題が生じることに気づいた。本発明者は、この問題は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィールドを制
御チャンネルそのものから専用の（セミスタティックな）時間／周波数リソースに取り出
してやることで避けることができるか、あるいは少なくとも軽減できるということに気づ
いた。さらに、携帯電話３がＵＬとＤＬの双方でスケジューリングされている場合には、
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割り当てられたＤＬリソースブロック内にＵＬのスケジューリング情報を含めることが可
能となる。これは、ＤＬ制御チャンネルサイズに対して２つの場合に分けることができる
。
【００３７】
　タイプ１：ＤＬスケジューリング情報（上記１，２，５，６の場合に用いられる）
　タイプ２：ＵＬスケジューリング情報（上記３，７の場合に用いられる）
【００３８】
第１の実施形態
　本発明者は、ダウンリンクにおいてＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が届くのを待っている携帯電
話３に対してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を伝送するために、ダウンリンクにおいて１以上のサ
ブキャリアを予約しておくことを提案する。そのような用途のために確保されるリソース
の数および時間／周波数平面におけるそれらの位置は、共通の信号送信を通じて携帯電話
に通知することができる。本実施形態においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報がサブキャリア
で伝送される携帯電話に通知するために必要とされる信号を少なくするため、受信応答の
対象であるデータに対するＵＬチャンク割当と、共通の信号チャンネルから得られる情報
とを用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が送信されるサブキャリアを導き出すように携帯電話
がプログラムされる。アップリンク送信用に割り当てられたチャンクと、対応するＡＣＫ
／ＮＡＣＫメッセージに対して割り当てられたサブキャリアとの間で実際にマッピングを
行うために、種々の手法を用いることができる。
【００３９】
第１のマッピング例
　この例においては、基地局５により各ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルに割り当てられたサ
ブキャリアの数Ｍが基地局５から共通の信号チャンネルを通じて携帯電話３に通知され、
携帯電話３からサブキャリアの１つのチャンクにより送信されるデータに対する受信応答
を行うために１つのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルが使用される。したがって、アップリン
ク送信用に２つのチャンクを携帯電話３に割り当てる場合には、その携帯電話３に対して
ＡＣＫ／ＮＡＣＫコマンド（メッセージ）を送信するために２つのＡＣＫ／ＮＡＣＫチャ
ンネルが使用される。また、この例では、基地局５は、チャンク内にあるＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋサブキャリアポジションオフセット（Δ）を携帯電話３に通知する。そして、それぞれ
の携帯電話３は、データが送信されるアップリンク送信チャンク番号ｉと、対応するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫチャンネルのサブキャリアとの間のマッピングを以下のように決定する。
【００４０】
　　ポジション［０］＝Ｌ×（ｉ div Ｍ）＋（ｉ mod Ｍ）＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０に対しては、
　　ポジション［ｊ］＝ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ
であり、Ｌは各チャンクにおけるサブキャリアの数、Ｎは割り当てられた帯域幅における
チャンクの総数であり、典型的には（必ずとは限らないが）ＬとＮはいずれもシステム設
計に対して一定であり、携帯電話３と基地局５にプログラムされている。
【００４１】
　ポジション［ｊ］は、ｊ番目のＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルを送信するために用いられる
サブキャリアの番号である。ポジション［ｊ］の範囲は０から（Ｌ×Ｎ）－１であり、Ｌ
×Ｎはシステム帯域幅におけるアクティブなサブキャリアの総数である。１つのＡＣＫ／
ＮＡＣＫメッセージ内のシンボル数をＭとすると、ｊの範囲は０からＭ－１である。
【００４２】
　図３は、ダウンリンクサブフレームの２番目のＯＦＤＭシンボル内においてすべてのＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫが多重化され、Ｎ＝１２，Ｌ＝２５，Ｍ＝６，Δ＝０とした場合を示して
いる。図示されるように、図３に示される多重化は、（各ユーザに１つのチャンクが割り
当てられる）５ＭＨｚの帯域内で同時に最大１２人のユーザをサポートするように設計さ
れており、各チャンクに対する受信応答は６つのサブキャリアＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネ
ルによりなされる。これらのサブキャリアの使用により、ダウンリンク制御チャンネル用
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の２番目のＯＦＤＭシンボルにおいて利用可能なサブキャリアの数は明らかに減少してし
まう。しかしながら、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが届くのを待っている（かつ他のダウンリンクデ
ータを受信するようにスケジュールされていない）携帯電話３は、最初の２つのＯＦＤＭ
シンボルだけをモニタするだけで、その後マイクロスリープモードに移行すればよいので
、この構造により携帯電話３でのマイクロスリープモードをサポートすることができる。
【００４３】
　好ましくは、各ＡＣＫ／ＮＡＣＫコマンドの送信パワーは、アップリンクにおいて携帯
電話３に割り当てられるチャンク数に反比例しており、ＡＣＫ／ＮＡＣＫコマンドごとの
総エネルギーは、受信応答されるチャンクの数から独立したものである。
【００４４】
　当業者であれば理解できるように、等間隔のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリア分布を持っ
た全周波数ダイバーシティを利用するためには、ＭはＮの因数である必要がある。
【００４５】
　図３に示されるＴＤＭマッピング体系の他のメカニズムとして、Ｎ×Ｍ個のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫサブキャリアを第２のＯＦＤＭシンボル内のすべての帯域にわたって均一に分布さ
せるものがある。しかしながら、この場合においては、ＭがＬの因数でないと、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ間隔が不均一となる。
【００４６】
第２のマッピング例
　別の割当方法として、１つのＯＦＤＭシンボルにＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル用のサブ
キャリアを割り当てる代わりに、複数のシンボルにサブキャリアを割り当てることができ
る。例えば、残っているＯＦＤＭシンボル（パイロットおよび制御チャンネルのみを含む
第１のＯＦＤＭシンボル以外のすべて）にＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを振り分けることが
できる。
【００４７】
　この例においては、基地局５は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルごとのサブキャリア数Ｍ
、チャンク内のＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアポジションオフセット（Δ）、利用可能な
ＯＦＤＭシンボルの数Ｎｓｙｍを携帯電話３に通知し、携帯電話３は、アップリンク送信
チャンク番号iと対応するダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫサブキャリアとの間のマッピン
グを以下のように決定する。
【００４８】
　　ポジション［０］＝Ｌ×ｉ＋Δ
　ここで、０≦Δ＜Ｌであり、ｊ＞０およびｊ＜Ｍに対しては、シンボルｊ×Ｎｓｙｍ／
Ｍにおいて、
　　ポジション［ｊ］＝（（ポジション［ｊ－１］＋Ｌ×Ｎ／Ｍ） mod Ｌ×Ｎ）
であり、ポジション［ｊ］は、ｊ番目のＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルを送信するために用い
られるサブキャリアの番号である。ポジション［ｊ］の範囲は０から（Ｌ×Ｎ）－１であ
り、Ｌ×Ｎはシステム帯域幅におけるアクティブなサブキャリアの総数である。１つのＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ内のシンボル数をＭとすると、ｊの範囲は０からＭ－１である
。
【００４９】
　図４は、Ｎ＝１２，Ｌ＝２５，Ｍ＝６，Δ＝０、Ｎｓｙｍ＝６とした場合を示している
。当業者であれば理解できるように、この種のマッピングでは、ユーザデータのチャンク
帯域幅は各シンボル内のシングルサブキャリアによって狭くなるが、マイクロスリープモ
ードの実現性が減少する。さらに、時間領域においてＡＣＫ／ＮＡＣＫコマンドの均一な
間隔を実現するために、ＭはＮｓｙｍの因数である必要がある。
【００５０】
ダウンリンク制御チャンネルサイズ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルの上記構造の１つを考えると、５ＭＨｚの帯域幅の携帯電
話３用のダウンリンク制御チャンネルにおいて必要とされるビット数は以下表２の通りで
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ある。
【００５１】
【表２】

【００５２】
　本実施形態では、携帯電話３がデコードを１回試みるだけで済むように、タイプ１とタ
イプ２とでエンコードされるビット数を同じにするために調整ビットが用いられる。設計
上の必要に応じて、調整ビットを用いずに多少修正を加えた構造も考えられる。
【００５３】
　提案される制御チャンネルマッピングの一例が図５に示されている。本図において、効
率的な電力制御とビーム形成技術を実現するために、制御チャンネルはそれぞれ符号化さ
れているものとする。制御チャンネルポジションは第１のＯＦＤＭシンボル内にのみ示さ
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れており、第２のシンボルはパイロットおよび追加の制御情報を伝送するものとする。ス
ケジューリングされた携帯電話３のそれぞれには、５ＭＨｚ内に１つの制御チャンネルが
割り当てられているものとし、複数のそのようなチャンネルを高帯域幅携帯電話３がデコ
ードするようになっている。可能であれば、その周波数位置で優れたチャンネル特性を得
るために、ユーザデータがスケジューリングされているリソース（サブキャリア）に行き
渡るように制御チャンネルの周波数位置を選択すべきである。図５は、最大１２人のユー
ザが１０ＭＨｚ内にスケジューリングされる場合を示している。ユーザ数がこれより少な
い場合には、制御チャンネルリソースの一部を解放し、ユーザデータに使用することがで
きる。先行する制御チャンネルにおける１つのビットフィールドを用いて特定の位置に制
御チャンネルが存在しないことを示すことができる。
【００５４】
　図５に示されるように、タイプ１およびタイプ２の制御チャンネルは、それぞれ２チャ
ンクにわたるものとする。可能な制御チャンネルの総数は、図示しないＡＣＫ／ＮＡＣＫ
チャンネルに採用されるマッピングに依存している。
【００５５】
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割当の構造は、同一サブフレーム内でダウンリンクリソース
割当をせずに携帯電話３のみに割り当てることでさらに簡単にすることができる。同一サ
ブフレーム内でダウンリンクスケジューリングメッセージを有する携帯電話３に対して、
ダウンリンクリソースブロック（ユーザデータ）内でＡＣＫ／ＮＡＣＫを通知することが
できる。そのような場合には、ダウンリンクリソースブロック内の制御情報が自己エラー
コーディング保護機能を持っているので、単一ビットＡＣＫ／ＮＡＣＫで十分である。し
かしながら、この場合における制御チャンネル検出におけるエラーにより、ダウンリンク
制御チャンネルに対してより厳しい性能要求を課す可能性のあるＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を
携帯電話３が取得できなくなる。
【００５６】
基地局
　図６は、本実施形態で用いられる基地局５の主要な構成要素を示すブロック図である。
図示されるように、基地局５は、（上述したサブキャリアを用いて）１以上のアンテナ２
３を介して信号を携帯電話３に送信および携帯電話３から受信し、かつ、ネットワークイ
ンターフェイス２５を介して信号を電話網７に送信および電話網７から受信する送受信回
路２１を含んでいる。送受信回路２１の動作は、メモリ２９内に格納されたソフトウェア
に従ってコントローラ２７によって制御される。このソフトウェアは、特にオペレーティ
ングシステム３１およびリソース割当モジュール３３を含んでいる。リソース割当モジュ
ール３３は、送受信回路２１による携帯電話３との通信に使用されるサブキャリアを割り
当てるためのものである。また、このソフトウェアは、アップリンク送信に対して当該デ
ータの肯定応答に使用されるＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルに割り当てられたチャンク番号
間のマッピングに必要な情報を携帯電話３に通知するＡＣＫ／ＮＡＣＫモジュール３５を
含んでいる。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫモジュール３５は、受信されたデータに対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫコマンドを、携帯電話３による受信のためにＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルで
送信する。
【００５７】
携帯電話
　図７は、図１に示されるそれぞれの携帯電話３の主要な構成要素を模式的に示すもので
ある。図示されるように、携帯電話３は、１以上のアンテナ７３を介して信号を基地局５
に送信および基地局５から受信する送受信回路７１を含んでいる。また、図示されるよう
に、携帯電話３は、携帯電話３の動作を制御するものであって、送受信回路７１と拡声器
７７、マイクロフォン７９、ディスプレイ８１、およびキーパッド８３とに接続されたコ
ントローラ７５を含んでいる。コントローラ７５は、メモリ８５内に格納されたソフトウ
ェア命令に従って動作する。図示されるように、これらのソフトウェア命令は、特にオペ
レーティングシステム８７およびリソース割当モジュール８９を含んでいる。本実施形態
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においては、携帯電話３が送信したデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫコマンドを伝送する
サブキャリアを識別するために適切なマッピングを行うＡＣＫ／ＮＡＣＫモジュール９１
を含んでいる。（図３および図４を参照した）上述のマッピングのいずれかのみを行える
ように携帯電話３をプログラムしてもよいし、あるいは基地局５が使用するマッピングを
変化させる場合には、与えられたサブフレームに対して使用されるマッピングを携帯電話
３に通知する必要がある。
【００５８】
　上述した実施形態においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージのために使用されるリソー
スは、適切な一対一マッピングを介したアップリンク送信用に携帯電話３に割り当てられ
ているリソースに関係している。しかしながら、この手法の短所は、１つの携帯電話３に
複数のアップリンクリソースが割り当てられると、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ用のダウ
ンリンクにおいて同数のリソースを使用しなければならないことにあり、これはシステム
のリソースを効率的に使用しているとはいえない。
【００５９】
第２の実施形態
　上述した実施形態は出願人の先の英国特許出願ＧＢ第０６１２２２８．７号において最
初に述べられた。当該出願以来、Ｅ－ＵＴＲＡ無線インターフェイス案に対して多くの変
更がなされている。いくつかの用語が変更されており、現在ではサブフレームは、送信時
間間隔（ＴＴＩ）と同じ意味であり、それぞれ上述した７つのＯＦＤＭシンボルを有する
２つの０．５ｍｓスロットを有している。また、リソースブロック（ＲＢ）またはチャン
クは、周波数領域における１２個の連続したサブキャリアからなる。さらに、現在の案に
よれば、それぞれの基地局５は、同時に１つの帯域幅のみをサポートし、２０ＭＨｚの最
大帯域幅まで他の帯域幅にアップグレードすることができる。基地局５と通信する携帯電
話３はすべてが基地局５と同じ帯域幅をサポートしていなければならない。
【００６０】
　また、（リソース割当が信号で送信される）Ｌ１／Ｌ２制御チャンネル構造についての
提案も変更されている。特に、図８に示される現在の案によれば、ｎ≦３で、２番目のＯ
ＦＤＭシンボルがＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを伝送するものとすると、最初のｎ個のＯＦ
ＤＭシンボルにおけるダウンリンク信号のために所定量の時間－周波数リソースが予約さ
れる。スケジューリングされる携帯電話３のそれぞれには、基地局５の動作バンド帯域幅
（この例では１０ＭＨｚ）の範囲内で１以上の制御チャンネルが割り当てられているもの
とする。利用可能なリソースは、一定サイズの多数の「制御チャンネル要素」（ＣＣＥ）
に分割される。携帯電話３用の制御チャンネルは、これらのＣＣＥのうちの１つから、あ
るいは、多数のＣＣＥの集合体から形成することができる。１つの制御チャンネルに使用
されるＣＣＥが多くなればなるほど、得られるコーディングゲインは大きくなる。そのた
め、チャンネル条件は悪くなるが、（例えば通話可能範囲の境界にいるユーザのために）
ユーザのために多くのＣＣＥが使用される傾向がある。可能であれば、その周波数位置で
優れたチャンネル特性を得るために、ユーザデータがスケジューリングされているリソー
スに行き渡るように、あるいは、大きな周波数ダイバーシティを得るために全帯域幅に行
き渡るように制御チャンネルの周波数位置を選択すべきである。制御チャンネルへのＣＣ
Ｅのマッピングは動的になされ、サブフレーム上でサブフレームベースで基地局５により
制御される。スケジューリングメッセージが携帯電話３に送信されつつある場合にそれを
モニタするためにＣＣＥのセットが携帯電話３に通知される。ＣＣＥの集合は携帯電話３
にはわからないので、自力で各ＣＣＥのデコード、ＣＣＥの組み合わせのデコードなどを
試みなければならない。デコードが成功すると、正しい組み合わせが判明したことがわか
り、メッセージを読むことができる。ダウンリンクおよびアップリンクリソースのスケジ
ューリング用に各携帯電話３に対して制御チャンネルを別個に設けてもよい。
【００６１】
　この構成により、割り当てられたアップリンクリソースではなく、ダウンリンク（Ｌ１
／Ｌ２）制御チャンネルを定義するために使用されるリソースを参照して、使用されてい
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るＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを第１の実施形態と同様に定義することができた。しかしな
がら、この手法では、それぞれの携帯電話３が、他の制御チャンネルのインデックスに対
して、そのＬ１／Ｌ２ダウンリンク制御チャンネルに使用されているリソースのインデッ
クスを把握している必要がある。しかしながら、現在の案では、各携帯電話３はそのＬ１
／Ｌ２制御チャンネルを正しくデコードしたことを把握しているだけである。他の携帯電
話３のインデックスに対して、その制御チャンネルに使用されているリソースのインデッ
クスは把握していない。
【００６２】
　したがって、この第２の実施形態においては、基地局５により使用されるＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースのインデックスは、アップリンクリソース割当のために使用されるＬ１／Ｌ
２制御チャンネル内であらかじめ携帯電話３に信号送信される。このプロセスは図９に示
されている。図示されるように、基地局５は、アンリンクデータを送信した後にその携帯
電話３に基地局５がＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを信号送信するために用いられるＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースのインデックスを、アップリンク割当用に使用されるＬ１／Ｌ２制御
チャンネルを通じて携帯電話３に信号送信する。
【００６３】
　この構成により、動的にスケジューリングされる携帯電話３と持続的にスケジューリン
グされる携帯電話３とで別個のリソースを作成する必要がない。いずれの場合においても
、すべての携帯電話３に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のためにリソースがプールされる。
そして、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ応答が届くのを待っている携帯電話３のそれぞれには、目的の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースに対応するインデックスが信号送信される。当業者であれば理
解できるように、このインデックスを信号送信するために必要とされるビット数は、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫリソースとして予約されているリソース数に依存する。さらに、２つ以上の
ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが必要とされる場合には、２つ以上のインデックスをＬ１／Ｌ
２制御チャンネルに挿入することができる。
【００６４】
改良および代替案
　多くの詳細な実施形態について述べてきた。当業者であれば理解できるように、具体化
された本発明による利益を得つつ、上記実施形態に対して多くの改良および代替案が考え
られる。実例として、これらの代替案および改良のいくつかについて説明する。
【００６５】
　上述した実施形態においては、上述したＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース信号法が用いられる
携帯電話ベースの通信システムについて述べた。当業者であれば理解できるように、その
ようなＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの信号法は、複数のサブキャリアを用いる通信システム
であれば用いることができる。特に、上述した信号法は、電磁信号または音響信号を用い
てデータを伝送する有線または無線ベースの通信に用いることができる。一般的には、基
地局は、多くの異なるユーザ端末と通信する通信ノードで置き換えることができる。例え
ば、ユーザ端末は、携帯情報端末、ラップトップコンピュータ、ウェブブラウザなどを含
んでいてもよい。
【００６６】
　上述した実施形態において、基地局は、第１の実施形態では２０ＭＨｚ、第２の実施形
態では１０ＭＨｚの動作帯域幅を有するものとし、キャリア周波数を有するチャンクはそ
れぞれ２５個のサブキャリアを有するものとして定義した。当業者であれば理解できるよ
うに、本発明はこれら特定のチャンクや帯域幅のサイズに限定されるものではない。
【００６７】
　上述した実施形態においては、多くのソフトウェアモジュールについて述べた。当業者
であれば理解できるように、ソフトウェアモジュールは、コンパイルされた形態またはコ
ンパイルされていない形態で提供することができ、基地局からあるいは携帯電話からコン
ピュータネットワークを通じてあるいは記録媒体により供給することができる。さらに、
このソフトウェアの一部または全部により実現される機能を１以上の専用ハードウェア回
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路を使って実現してもよい。しかしながら、基地局５および携帯電話３の機能を更新する
ためのアップデートが簡単になるので、ソフトウェアモジュールを使用することが好まし
い。
【００６８】
　以下は、現在提案されている３ＧＰＰ　ＬＴＥ規格において本発明を実施できる方法を
詳細に述べたものである。種々の特徴が必須または必要であると述べられているが、これ
は、例えばその規格が必要としているからであって、提案されている３ＧＰＰ　ＬＴＥ規
格についてのみ当てはまるものである。したがって、これらの記述は、本発明を何らかの
形で制限するものと解釈してはならない。以下の説明では、ＵＴＲＡＮのロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）における命名法を用いる。例えば、基地局はeNodeBといい、ユ
ーザ端末はＵＥという。
【００６９】
１．イントロダクション
　先のＲＡＮ１＃４８会合において、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ制御信号法およびこれに関連して
あらかじめ設定されたリソースに対して以下の動作上の了解事項が合意に至った［１］。
【００７０】
　・ＡＣＫ／ＮＡＣＫ用に使用されるリソースはセミスタティックベースで設定される。
　・制御チャンネルフォーマットとは独立して定義される。　
　・動的にスケジューリングされるデータ送信のために使用されるアップリンクリソース
または割当のために使用されるＤＬ制御チャンネルと、フィードバック用に使用されるダ
ウンリンクＡＣＫ／ＮＡＫリソースとの間には暗黙的な関係がある。
【００７１】
　しかしながら、上記箇条書きの最後の項目は、どのようにＡＣＫ／ＮＡＣＫが特定のＵ
Ｅに信号送信されるかについては明確に示していない。
【００７２】
　本明細書においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ制御信号法に対する既存の信号送信オプション
を分析し、各ＵＥに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのための効率的な信号送信メカニズムを提案
する。
【００７３】
２．ダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ制御信号法
　NodeBは、ＵＥから受信したアップリンク送信に対してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を送信す
る。次に、ＵＥはあらかじめ設定されたダウンリンクリソースの１つにそのＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報が届くのを待つ。ダウンリンクでそのような情報が届くのを待っているすべての
ＵＥに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を伝送するために予約されたダウンリンク内に多くの
サブキャリアがあることを前提とする。そのような利用のために予約されたリソースの数
および時間／周波数平面におけるその位置は、通話可能範囲内のすべてのＵＥに共通の信
号法によりセミスタティックベースで通知することができる。しかしながら、ＵＥがＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報が届くのを待っている場合には、ＵＥはこれらの予約済みリソース内の
どの場所でＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を探せばよいかを把握している必要がある。
【００７４】
　ＲＡＮ１においては、信号送信のオーバーヘッドを少なくするために、ＩＤなしＵＥの
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号法が提案されている［２－６］。これらの予約済みリソースにおけ
るＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報の場所をＵＥが知るための暗黙的信号法が提案されている。
【００７５】
３．暗黙的ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号法
　暗黙的信号法においては、少なくとも２つのオプションがあり得る。
【００７６】
　・オプション１：動的にスケジューリングされるデータ送信のために使用されるアップ
リンクリソースと、フィードバック用に使用されるダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＫリソース
との間の暗黙的な関係
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　・オプション２：割当のために使用されるＤＬ制御チャンネルと、フィードバック用に
使用されるダウンリンクＡＣＫ／ＮＡＫリソースとの間の暗黙的な関係
　・アップリンク無線リソース割当用のダウンリンクＬ１／Ｌ２制御チャンネルのインデ
ックスと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ無線リソースのインデックスとの間の一対一の関係
【００７７】
　オプション１は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの数がアップリンクリソースブロック（Ｒ
Ｂ）の数に等しく、両者の間に関連があることを前提としている。ＵＥは、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ情報が届くと予測される場所を把握しており、これは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報のサブ
キャリアが送信されるＵＬ送信のためのＵＬリソースを把握することにより導き出すこと
ができる。しかしながら、オプション１の短所は、アップリンクにおいて１つのＵＥに対
して多数のＲＢが割り当てられると、これらのＲＢに対応して同数のＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソースが存在することである。NodeBがこれらすべてのリソースに１つのＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ情報を信号送信することは効率的ではない。このように、オプション１は、ダウンリン
クリソースの一部を無駄にしている。
【００７８】
　オプション２は、アップリンク無線リソース割当用のダウンリンクＬ１／Ｌ２制御チャ
ンネルのインデックスと、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ無線リソースのインデックスとの間に一対一
の関係があることを前提としている。オプション２の短所は、アップリンク無線リソース
割当用の他のダウンリンクＬ１／Ｌ２制御チャンネルに対するインデックスをＵＥが把握
していないことである。ＵＥは、アップリンク無線リソース割当用のＬ１／Ｌ２制御チャ
ンネルを正しくデコードしたことを把握しているだけである。
【００７９】
　先の合意においては［１］、制御チャンネルは制御チャンネル要素（ＣＣＥ）の集合体
によって形成されることが合意された。各ＵＥがダウンリンクＬ１／Ｌ２制御チャンネル
を見つけるために手探りでデコードを試行できるように各ＵＥがＭＣＳフォーマットを把
握していることを前提としている。ＵＥがアップリンク無線リソース割当用のダウンリン
クＬ１／Ｌ２制御チャンネルをデコードする場合、ＵＥは、帯域幅における他のすべての
ＣＣＥに対して、割り当てられた制御チャンネル要素（ＣＣＥ）のインデックスを把握し
ている。したがって、ＵＥがＣＣＥのインデックスを使用することが可能である。しかし
ながら、帯域幅には多くのＣＣＥがあり、ＵＥに１以上のＣＣＥが割り当てられる可能性
がある。そして、オプション２にはオプション１と同様に短所があり、このため効率的で
はない。
【００８０】
４．ＤＬのＬ１／Ｌ２制御チャンネルにおけるインデックス信号送信
　オプション２の短所は、他のＵＥに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が届くと予測される場
所を把握できるように、あらかじめＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースのインデックスをＵＥに信
号送信することで避けることができる。この場合において、図８に示されるように、アッ
プリンク無線リソース割当用のＤＬのＬ１／Ｌ２制御チャンネルにインデックスが挿入さ
れる。インデックス用のビット数は、各帯域幅におけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース用に予
約されたリソースの数に依存している。
【００８１】
　我々の提案においては、動的にスケジューリングされるＵＥと持続的にスケジューリン
グされるＵＥとで別個のリソースを作成する必要がない。いずれの場合においても、すべ
てのＵＥに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のためにリソースがプールされる。そして、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ応答が届くのを待っている各ＵＥには、目的のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースに
対応するインデックスが信号送信される。
【００８２】
５．結論
　本書類においては、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ制御信号送信用の既存の信号送信オプションを分
析し、既存のオプションの問題点を明らかにしている。さらに、アップリンク無線リソー
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ス割当用のＤＬのＬ１／Ｌ２制御信号送信においてインデックスを挿入することにより、
既存のオプションの欠点を回避する信号送信メカニズムを提案する。このため、以下の事
項を提案する。
【００８３】
　・アップリンク無線リソース割当用のダウンリンクＬ１／Ｌ２制御チャンネルにおいて
挿入されるインデックスは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ無線リソースのために使用されなければな
らない。
【００８４】
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